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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
大
日
本
帝
國
軍
最
新
兵
器
解
剖

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
１
９
８
Ｆ

【
作
者
名
】

　
０
０
７

【
あ
ら
す
じ
】

　
本
編
で
あ
る
、
第
七
独
立
機
動
艦
隊
～
神
出
鬼
没
！
！
米
海
軍
の
悲
劇
～
に

登
場
す
る
兵
器
を
こ
の
小
説
で
は
早
紀
様
、
亜
由
美
様
、
喜
恵
様
と
一
緒
に
解

剖
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
作
品
は
兵
器
解
剖
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
物
語

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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２
０
式
重
戦
車

こ
の
小
説
は
現
在
私
が
書
い
て
お
り
ま
す

第
七
独
立
機
動
艦
隊
～
神
出
鬼
没
！
！
米
海
軍
の
悲
劇
～

に
登
場
す
る
兵
器
に
つ
い
て
そ
の
兵
器
の
完
璧
な
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

さ
て
記
念
す
べ
き
最
初
の
兵
器
は
…
…
…

帝
國
海
軍
・
陸
軍
兼
用
重
戦
車
２
０
式
重
戦
車

記
念
す
べ
き
最
初
の
兵
器
が
主
役
の
大
和
級
で
な
く
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
今
後
の
上
陸
作
戦
な
ど
で
活
躍
す
る
の
で
２
０
式
重
戦
車
を
ト
ッ
プ
バ

ッ
タ
ー
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
２
０
式
重
戦
車
の
概
要
を
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。
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全
長
７
・
８
０
メ
ー
ト
ル

最
大
幅
４
メ
ー
ト
ル

全
高
３
メ
ー
ト
ル

乗
員
４
名

主
砲
１
１
５
ｍ
ｍ
砲

機
銃
３
０
ｍ
ｍ
重
機
銃

最
大
装
甲
圧
１
７
０
ｍ
ｍ

時
速
５
５
ｋ
ｍ

で
す
。

こ
の
２
０
式
重
戦
車
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
史
実
の
Ｉ
Ｓ
－
４
重
戦
車
を
参

考
に
し
ま
し
た
。

史
実
の
よ
う
に
情
け
な
い
戦
車
だ
け
で
な
く
立
派
な
重
戦
車
を
開
発
し
よ
う
と

考
え
ま
し
た
。

実
は
大
和
級
よ
り
こ
の
２
０
式
重
戦
車
の
ほ
う
が
先
に
思
い
つ
い
た
ん
で
す
よ

ね
。

さ
て
記
念
す
べ
き
最
初
の
兵
器
は
２
０
式
重
戦
車
で
し
た
。

次
回
は
ど
の
兵
器
な
の
か
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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２
０
式
重
戦
車
（
後
書
き
）

何
か
質
問
及
び
疑
問
が
あ
れ
ば
言
っ
て
く
だ
さ
い
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超
弩
級
戦
艦
大
和
級
（
前
書
き
）

本
編
の
主
役
を
解
剖
で
す
。
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超
弩
級
戦
艦
大
和
級

早
紀

「
ち
ょ
っ
と
作
者
。
」

作
者

「
は
い
。
な
ん
で
し
ょ
う
か
早
紀
様
？
」

早
紀

「
あ
ん
た
。
本
編
を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
こ
ん
な
物
を
書
き
始
め
た
の
ね
。
」

作
者

「
！
？
い
や
。
そ
の
…
…
」

亜
由
美

「
そ
う
よ
。
作
者
君
。
本
編
を
書
か
な
い
で
こ
ん
な
物
を
書
き
始
め
る
な
ん
て

…
…
…
」

作
者

「
亜
由
美
様
ま
で
…
…
。
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
。
」

早
紀

「
私
達
は
常
に
冷
静
よ
。
」

作
者

「
早
紀
様
。
全
身
か
ら
ダ
ー
ク
な
オ
ー
ラ
が
出
て
ま
す
よ
…
…
…
」

喜
恵

「
作
者
さ
ん
。
早
く
説
明
を
し
な
い
と
。
」
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作
者

「
あ
っ
。
そ
う
で
し
た
。
そ
れ
で
は
。
」

帝
國
海
軍
超
弩
級
戦
艦
大
和
級

作
者

「
今
回
こ
そ
大
和
級
の
説
明
で
す
。
」

早
紀

「
あ
ら
。
今
回
は
私
達
の
説
明
な
の
ね
。
」

作
者

「
は
い
。
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
早
紀
様
」

早
紀

「
わ
か
っ
た
わ
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
早
く
説
明
し
な
さ
い
！
！
！
！
！
！
」

作
者
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「
は
い
っ
！
！
！
！
！
」

超
弩
級
戦
艦
大
和
級
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

全
長
３
７
０
メ
ー
ト
ル

最
大
幅
５
０
メ
ー
ト
ル

満
載
排
水
量
１
３
５
０
０
０
ト
ン

速
力
３
５
ノ
ッ
ト

主
砲
５
１
セ
ン
チ
３
連
装
３
基
９
門

副
砲
２
５
セ
ン
チ
３
連
装
３
基
９
門

高
角
砲
１
２
７
ミ
リ
速
射
砲
単
装
１
２
基
１
２
門

８
０
ミ
リ
速
射
砲
連
装
１
６
基
３
２
門

噴
進
砲
１
８
セ
ン
チ
４
０
連
装
６
基

対
空
機
銃
４
０
ミ
リ
４
連
装
５
０
基
２
０
０
門

４
連
装
対
潜
魚
雷
発
射
機
２
基
対
潜
哨
戒
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
３
機
搭
載

主
砲
に
『
サ
ー
マ
ル
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
』
及
び
『
冷
水
放
射
基
』
を
装
備
。

発
電
機
を
『
タ
ー
ボ
発
電
機
』
及
び
『
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
』
に
変
更
し
た
為
、

砲
塔
駆
動
を
水
圧
方
式
か
ら
電
圧
方
式
に
変
更
し
た
。

『
三
○
式
射
撃
レ
ー
ダ
ー
』
及
び
『
二
二
式
水
上
レ
ー
ダ
ー
』
及
び
『
二
五
式

対
空
レ
ー
ダ
ー
』
及
び
『
三
三
式
ソ
ナ
ー
』
を
装
備
。

『
三
○
式
射
撃
レ
ー
ダ
ー
』
は
対
水
上
、
対
空
問
わ
ず
に
一
五
の
目
標
に
対
す

る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
照
準
と
追
尾
が
可
能
と
な
っ
た
。

バ
ル
バ
ス
・
バ
ウ
か
ら
シ
リ
ン
ド
リ
カ
ル
・
バ
ウ
に
変
更
し
た
為
に
全
長
が
４

０
メ
ー
ト
ル
延
び
３
７
０
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
た
為
、
旋
回
性
能
の
是
正
の
為
に
、
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艦
首
下
艦
底
中
央
部
に
引
き
込
み
式
副
舵
（
並
列
二
枚
配
置
）
を
追
加
装
備
。

生
物
、
化
学
、
放
射
性
、
核
兵
器
（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
）
対
策
の
全
面
的
導
入
。

主
に
対
放
射
性
塵
、
汚
染
物
質
対
策
の
為
、
木
甲
板
を
廃
止
し
鉄
、
鉛
粉
末
混

合
コ
ン
ク
リ
ー
ト
層
に
よ
る
耐
熱
表
面
被
覆
に
更
新
。

ま
た
放
射
能
塵
除
洗
用
散
水
装
置
を
設
置
し
て
区
画
の
一
部
に
含
水
層
を
追
加

し
、
火
災
、
弾
片
防
御
、
対
核
防
御
の
向
上
を
達
成
。

そ
の
他
、
主
計
科
倉
庫
、
被
服
庫
、
糧
食
庫
、
給
水
所
を
各
所
に
分
散
配
置
。

全
配
置
で
戦
闘
配
食
と
負
傷
者
の
応
急
措
置
が
可
能
な
『
戦
う
大
和
ホ
テ
ル
』

に
な
っ
た
。

大
和
級
は
防
水
区
画
を
四
百
ト
ン
に
ま
で
細
分
化
。

外
部
装
甲
の
す
ぐ
内
側
に
ゴ
ム
を
注
入
し
た
層
を
設
け
爆
発
時
の
衝
撃
を
吸
収

す
る
。

そ
の
ま
た
内
側
に
は
ス
ポ
ン
ジ
の
層
を
造
り
、
浸
水
を
吸
収
し
て
水
圧
か
ら
隔

壁
を
防
御
し
浮
力
を
増
大
さ
せ
る
。

水
中
弾
の
対
策
に
は
喫
水
線
下
の
装
甲
の
傾
斜
角
を
工
夫
し
て
爆
圧
を
減
殺
す

る
。

重
装
甲
に
対
す
る
浮
力
の
問
題
だ
が
、
史
実
の
大
和
級
の
煙
突
上
部
や
甲
板
面

に
使
っ
た
『
蜂
の
巣
鋼
板
』
を
応
用
し
て
何
層
に
も
平
板
鋼
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

す
れ
ば
半
分
程
度
の
重
量
で
同
じ
強
度
が
得
ら
れ
た
。
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穴
の
直
径
を
二
五
ミ
リ
に
す
れ
ば
前
後
を
挟
む
鋼
板
は
二
○
○
ミ
リ
で
十
分
だ

と
い
う
実
験
結
果
を
得
て
い
た
。

そ
し
て
十
分
な
浮
力
を
得
る
た
め
『
大
和
』
を
拡
大
、
発
展
さ
せ
て
艦
幅
を
十

分
に
取
り
バ
ル
ジ
を
設
け
て
速
力
が
落
ち
る
ぶ
ん
タ
ー
ビ
ン
を
増
や
し
た
結
果

三
三
ノ
ッ
ト
（
後
に
バ
ル
バ
ス
・
バ
ウ
か
ら
シ
リ
ン
ド
リ
カ
ル
・
バ
ウ
に
変
更

し
た
た
め
三
五
ノ
ッ
ト
に
な
っ
た
）
の
速
力
を
得
ら
れ
た
。

砲
弾
の
種
類
は
以
下
の
通
り
。
超
々
重
量
徹
甲
弾

対
空
用
三
式
弾

対
潜
用
四
式
弾

対
地
用
五
式
弾
（
今
で
い
う
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
）

を
搭
載
し
て
い
る
。

作
者

「
こ
れ
が
超
弩
級
戦
艦
大
和
級
の
概
要
で
す
。
」

早
紀

「
作
者
。
あ
ん
た
よ
く
考
え
つ
い
た
わ
ね
。
」

作
者

「
実
は
…
…
…
…
」

早
紀
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「
ど
う
し
た
の
か
な
？
」

亜
由
美

「
作
者
君
ど
う
し
た
の
？
」

喜
恵

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
作
者
様
」

作
者

「
実
は
。
大
和
級
は
自
分
で
考
え
た
の
で
は
な
く
小
説
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
」

早
紀

「
や
っ
ぱ
り
ね
。
あ
ん
た
が
考
え
つ
く
わ
け
な
い
じ
ゃ
な
い
。
」

亜
由
美

「
参
考
に
し
た
小
説
の
名
前
を
言
い
な
さ
い
。
」

作
者

「
『
戦
艦
大
和
地
中
海
決
戦
録
～
戦
艦
大
和
欧
州
激
闘
録
～
』
及
び
『
不
沈
戦

艦
紀
伊
』
ね
二
作
を
参
考
に
い
た
し
ま
し
た
。
」

早
紀

「
覚
悟
し
な
さ
い
。
」

作
者

「
い
や
っ
！
！
！
！
！
や
め
て
く
だ
さ
い
！
！
！
！
！
！
！
三
対
一
は
卑
怯
で

す
。
」
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亜
由
美

「
問
答
無
用
。
」

喜
恵

「
も
う
手
遅
れ
で
す
。
」

作
者

「
助
け
て
ぇ
～
～
～
～
」
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超
弩
級
戦
艦
大
和
級
（
後
書
き
）

ご
意
見
、
ご
感
想
、
ご
質
問
、
疑
問
点
等
々
あ
り
ま
し
た
ら
お
書
き
く
だ
さ
い
。
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超
弩
級
航
空
母
艦
大
和
改
級
（
前
書
き
）

更
新
が
遅
れ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
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超
弩
級
航
空
母
艦
大
和
改
級

作
者

「
今
回
は
準
主
役
級
の
帝
國
海
軍
超
弩
級
航
空
母
艦
大
和
改
級
を
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
」

早
紀

「
奴
隷
。
今
回
は
由
香
達
を
紹
介
す
る
の
？
」

作
者

「
は
い
そ
う
で
す
。
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

（
作
者
が
奴
隷
に
な
っ
た
経
緯
は
本
編
を
参
照
）

作
者

「
そ
れ
で
は
、
由
香
女
王
陛
下
様
、
綾
夏
女
王
陛
下
様
、
理
華
女
王
陛
下
様
の

登
場
で
～
す
。
」

由
香

「
は
じ
め
ま
し
て
～
。
由
香
で
ぇ
～
す
」

綾
夏

「
綾
夏
で
す
。
よ
ろ
し
く
ね
。
」

理
華

「
理
華
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

作
者

「
さ
て
皆
様
登
場
し
た
と
こ
ろ
で
超
弩
級
航
空
母
艦
大
和
改
の
概
要
を
説
明
し
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ま
す
。
」

全
長
３
３
０
メ
ー
ト
ル

最
大
幅
７
５
メ
ー
ト
ル

満
載
排
水
量
１
２
５
０
０
０
ト
ン

速
力
３
５
ノ
ッ
ト

高
角
砲
１
３
０
ミ
リ
速
射
砲
単
装
２
０
基
２
０
門

噴
進
砲
１
５
セ
ン
チ
３
０
連
装
８
基

対
空
機
銃
４
０
ミ
リ
４
連
装
６
０
基
２
４
０
門

搭
載
機
１
５
０
機

艦
上
戦
闘
機
４
０
機

艦
上
攻
撃
機
４
０
機

艦
上
偵
察
機
２
５
機

早
期
警
戒
機
２
５
機

攻
撃
ヘ
リ
１
０
機

対
潜
ヘ
リ
１
０
機

『
ア
ン
グ
ド
デ
ッ
キ
』
及
び
『
蒸
気
カ
タ
パ
ル
ト
』
を
世
界
に
先
駆
け
て
装
備

し
た
。

大
和
級
と
同
じ
く
シ
リ
ン
ド
リ
カ
ル
・
バ
ウ
に
更
新
し
、
そ
の
中
に
ソ
ナ
ー
を

装
備
し
て
い
る
。

レ
ー
ダ
ー
等
は
大
和
級
と
同
じ
装
備
で
あ
る
。

甲
板
に
は
１
１
０
ミ
リ
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
甲
板
を
敷
き
詰
め
て
い
る
。
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作
者

「
こ
れ
が
超
弩
級
航
空
母
艦
大
和
改
級
で
す
。
」

由
香

「
ね
え
。
奴
隷
く
ん
。
」

作
者

「
は
い
。
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？
由
香
女
王
陛
下
様
。
」

由
香

「
私
達
は
最
初
は
超
弩
級
航
空
母
艦
信
濃
級
だ
っ
た
の
に
い
つ
の
ま
に
か
超
弩

級
航
空
母
艦
大
和
改
級
に
な
っ
て
る
の
は
ど
う
し
て
か
な
？
」

作
者

「
！
？
」

綾
夏

「
ど
う
し
た
の
か
な
～
奴
隷
く
ん
！
！
！
」

理
華

「
教
え
て
く
だ
さ
い
。
」

作
者

「
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
ミ
ス
で
す
。
」

早
紀

「
奴
隷
の
く
せ
に
間
違
え
る
と
は
言
語
道
断
。
成
敗
っ
！
！
！
！
」

作
者
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「
お
許
し
を
～
～
」

次
回
は
い
つ
の
更
新
に
な
る
か
？
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超
弩
級
航
空
母
艦
大
和
改
級
（
後
書
き
）

超
弩
級
航
空
母
艦
大
和
改
級
は
『
勇
戦
！
！
第
八
航
空
艦
隊
』
に
登
場
す
る
、

『
三
笠
』
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
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防
空
重
巡
洋
艦
最
上
級

作
者

「
さ
て
さ
て
。
今
回
は
防
空
重
巡
洋
艦
最
上
級
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
」

望「
奴
隷
～
。
遅
い
よ
～
。
」

作
者

「
望
女
王
陛
下
様
。
気
が
早
い
で
す
よ
。
」

望「
だ
っ
て
ぇ
～
。
紹
介
が
遅
い
ん
だ
も
ん
。
」

作
者

「
す
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
紹
介
し
ま
す
。
」

作
者

「
望
女
王
陛
下
様
、
愛
美
女
王
陛
下
様
、
祐
花
女
王
陛
下
様
、
志
乃
女
王
陛
下

様
、
千
穂
女
王
陛
下
様
で
す
。
」

望「
よ
ろ
し
く
ね
～
」

愛
美

「
よ
ろ
し
く
。
」

祐
花

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
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志
乃

「
以
後
お
見
知
り
置
き
を
。
」

千
穂

「
よ
っ
ろ
っ
し
く
ね
～
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
防
空
重
巡
洋
艦
最
上
級
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。
」

防
空
重
巡
洋
艦
最
上
級

全
長
１
９
０
メ
ー
ト
ル

最
大
幅
２
５
メ
ー
ト
ル

満
載
排
水
量
９
８
０
０
ト
ン

速
力
３
５
ノ
ッ
ト

主
砲
２
５
セ
ン
チ
連
装
４
基
８
門

高
角
砲
１
３
０
ミ
リ
速
射
砲
単
装
２
０
基
２
０
門

噴
進
砲
１
５
セ
ン
チ
３
０
連
装
８
基

対
空
機
銃
４
０
ミ
リ
４
連
装
６
０
基
２
４
０
門

対
潜
ヘ
リ
２
機
搭
載

対
空
戦
闘
を
主
眼
に
し
た
防
空
艦
で
あ
る
。

防
空
艦
の
為
、
セ
イ
ロ
ン
島
沖
海
戦
ま
で
は
主
砲
を
装
備
し
て
い
な
か
っ
た
が

セ
イ
ロ
ン
島
沖
海
戦
後
に
砲
撃
数
が
多
い
ほ
う
が
い
い
と
言
う
事
で
最
上
級
に

も
主
砲
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。

バ
ル
バ
ス
・
バ
ウ
を
装
備
。
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電
装
関
係
は
大
和
級
と
同
じ
で
あ
る
。

弾
頭
に

対
空
用
三
式
弾
（
Ｖ
Ｔ
信
管
）

対
潜
用
四
式
弾

対
地
用
五
式
弾
（
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
）

超
重
量
徹
甲
弾

を
搭
載
し
て
い
る
。

作
者

「
こ
れ
が
、
防
空
重
巡
洋
艦
最
上
級
の
概
要
で
す
。
」

望「
ね
え
。
奴
隷
さ
ん
。
」

作
者

「
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？
望
女
王
陛
下
様
。
」

望「
わ
た
し
だ
け
で
な
く
、
妹
達
も
思
っ
て
い
る
事
よ
。
」

作
者

「
…
…
…
。
ま
さ
か
…
…
…
…
」

一
同

「
本
編
で
も
出
演
さ
せ
ろ
ぉ
～
～
。
」

ド
グ
ワ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ン
！
！
！
！
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作
者

「
ぎ
ゃ
あ
～
～
～
。
」



24

防
空
重
巡
洋
艦
最
上
級
（
後
書
き
）

次
回
は
駆
逐
艦
雪
風
級
で
す
。
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駆
逐
艦
雪
風
級

作
者

「
さ
て
。
今
回
は
駆
逐
艦
雪
風
級
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

早
紀

「
由
美
～
」

由
美

「
早
紀
司
令
。
」

早
紀

「
由
美
。
捕
獲
。
」

由
美

「
助
け
て
～
」

亜
紀

「
由
美
姉
さ
ん
奪
還
作
戦
を
始
動
す
る
。
」

美
紀
、
渚
、
美
香

「
了
解
！
！
！
！
」

亜
紀

「
か
か
れ
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
…
…
…
…
…
」



26

作
者

「
あ
っ
。
皆
様
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ま
り
に
も
騒
々
し
か
っ
た
も
の
で
油

断
し
て
い
ま
し
た
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
駆
逐
艦
雪
風
級
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。
」

全
長
１
５
０
メ
ー
ト
ル

最
大
幅
１
５
メ
ー
ト
ル

満
載
排
水
量
７
５
０
０
ト
ン

速
力
３
５
ッ
ト

主
砲
１
５
セ
ン
チ
連
装
４
基
８
門

高
角
砲
１
２
７
ミ
リ
速
射
砲
単
装
１
０
基
１
０
門

対
空
機
銃
４
０
ミ
リ
連
装
４
０
基
８
０
門

噴
進
砲
１
５
セ
ン
チ
３
０
連
装
４
基

魚
雷
発
射
管
４
連
装
４
基
１
６
門

対
潜
ヘ
リ
１
機
搭
載

駆
逐
艦
で
あ
る
が
軽
巡
洋
艦
並
の
武
装
を
持
っ
て
い
る
。

バ
ル
バ
ス
・
バ
ウ
を
装
備

電
装
関
係
は
大
和
級
な
ど
と
同
じ
で
あ
る
。

以
上
が
駆
逐
艦
雪
風
級
の
概
要
で
あ
る
。
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作
者

「
さ
て
。
概
要
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
早
紀
女
王
陛
下
様
は
ど
こ
に
い

か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
」

亜
由
美

「
あ
の
姉
に
捕
ま
っ
た
の
だ
。
と
っ
く
に
由
美
は
捕
食
さ
れ
て
る
だ
ろ
う
。
」

作
者

「
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
す
か
ね
。
」

喜
恵

「
そ
う
で
す
よ
。
」

作
者

「
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
。
好
き
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
」

亜
由
美

「
そ
ん
な
ん
で
い
い
の
か
？
」

喜
恵

「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

亜
由
美

「
そ
う
ね
。
私
達
に
は
関
係
な
い
も
ん
ね
。
姉
さ
ん
が
悪
い
ん
だ
か
ら
。
」
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駆
逐
艦
雪
風
級
（
後
書
き
）

ご
意
見
、
ご
感
想
、
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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潜
水
艦
伊
一
○
一
級

早
紀

「
遂
に
登
場
し
な
く
な
っ
た
わ
ね
。
」

亜
由
美

「
全
く
…
…
…
奴
隷
の
く
せ
に
」

喜
恵

「
ま
あ
ま
あ
。
姉
さ
ん
達
も
そ
う
言
わ
ず
に
」

舞「
あ
の
～
。
す
い
ま
せ
ん
。
」

早
紀

「
あ
っ
。
舞
ち
ゃ
ん
。
ど
う
し
た
の
？
」

舞「
そ
ろ
そ
ろ
私
達
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
が
…
…
…
」

早
紀

「
あ
ら
っ
。
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
？
」

舞「
は
い
。
」

早
紀

「
な
ら
。
『
説
明
し
て
く
だ
さ
い
早
紀
様
。
私
は
あ
な
た
の
犬
で
す
。
』
と
言

い
な
さ
い
。
」
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舞「
え
っ
…
…
…
」

早
紀

「
ど
う
す
る
の
？
」

舞「
言
い
ま
す
。
」

早
紀

「
な
ら
、
早
く
言
い
な
さ
い
。
」

舞「
説
明
し
て
く
だ
さ
い
早
紀
様
。
私
は
あ
な
た
の
犬
で
す
。
」

早
紀

「
賢
い
わ
ね
。
舞
ち
ゃ
ん
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
首
輪
を
し
ま
し
ょ
う
。
」

舞「
え
っ
…
…
…
何
故
で
す
か
？
」

早
紀

「
だ
っ
て
、
犬
で
す
っ
て
言
っ
た
で
し
ょ
。
」

舞「
…
…
…
…
は
い
。
」

早
紀

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
早
速
。
」
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舞
に
首
輪
を
す
る
早
紀
。

舞「
グ
ス
ッ
」

亜
由
美

「
あ
の
変
態
姉
が
。
」

喜
恵

「
由
美
だ
け
で
な
く
舞
に
も
…
…
…
」

乱「
姉
の
為
に
も
、
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

亜
由
美

「
あ
ら
、
乱
ま
で
。
」

喜
恵

「
わ
か
り
ま
し
た
。
私
が
説
明
し
ま
す
。
」

乱「
お
願
い
し
ま
す
。
」
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潜
水
艦
伊
一
○
一
級

全
長
１
０
０
メ
ー
ト
ル

最
大
幅
２
３
メ
ー
ト
ル

満
載
排
水
量
７
５
０
０
ト
ン

速
力
３
５
ノ
ッ
ト

７
０
セ
ン
チ
魚
雷
発
射
管
６
門

最
大
潜
航
深
度
２
０
０
メ
ー
ト
ル

世
界
で
初
め
て
ポ
ン
プ
式
噴
流
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
。

こ
の
エ
ン
ジ
ン
の
お
陰
で
３
５
ノ
ッ
ト
の
速
力
が
出
せ
る
。

乱「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
姉
が
我
が
身
を
捧
げ
て
説
明
を
し
て
も
ら
っ
た

の
で
姉
の
犠
牲
も
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」

亜
由
美

「
大
げ
さ
な
…
…
…
…
」
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艦
上
戦
闘
機
陣
風

早
紀

「
奴
隷
。
な
ぜ
前
回
は
出
て
こ
な
か
っ
た
？
」

作
者

「
す
い
ま
せ
ん
。
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
許
さ
ん
！
！
！
！
」

作
者

「
早
紀
女
王
陛
下
様
。
お
許
し
を
～
」

早
紀

「
死
ね
ぇ
～
～
」

作
者

「
ギ
ャ
ー
」

ド
グ
ワ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ン

早
紀

「
ふ
う
。
馬
鹿
め
。
」

早
紀

「
奴
隷
が
死
ん
だ
か
ら
代
わ
り
に
説
明
す
る
わ
。
」
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艦
上
戦
闘
機
陣
風

全
幅
１
２
メ
ー
ト
ル

全
長
１
１
メ
ー
ト
ル

最
大
速
度
７
７
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
１
５
８
０
０
メ
ー
ト
ル

武
装
３
０
ミ
リ
機
関
砲
２
門

１
３
ミ
リ
機
銃
２
門

対
地
ロ
ケ
ッ
ト
弾
６
発

航
続
距
離
７
５
０
０
キ
ロ

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
開
発
が
難
航
し
現
有
の
エ

ン
ジ
ン
の
馬
力
ア
ッ
プ
を
狙
っ
た
。

そ
の
お
陰
で
速
度
、
上
昇
限
度
、
航
続
距
離
が
向
上
し
た
。

エ
ン
ジ
ン
に
は
排
気
タ
ー
ビ
ン
過
給
器
を
搭
載
。

機
上
レ
ー
ダ
ー
及
び
小
型
無
線
機
を
搭
載
。

二
重
反
転
八
枚
ペ
ラ
装
備
。

以
上
が
艦
上
戦
闘
機
陣
風
の
概
要
で
あ
る
。

早
紀
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「
奴
隷
も
よ
く
考
え
た
も
の
ね
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
あ
ら
っ
？
も
う
復
活
し
た
の
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

早
紀

「
誉
め
て
な
い
、
誉
め
て
な
い
。
」

作
者

「
し
か
し
、
早
紀
女
王
陛
下
様
は
あ
れ
で
す
ね
。
」

早
紀

「
何
？
」

作
者

「
か
わ
い
い
で
す
。
」

早
紀

「
！
？
」

作
者
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「
胸
も
い
い
大
き
さ
だ
し
…
…
」

早
紀

「
死
ね
ぇ
～
～
」

作
者

「
ギ
ャ
ー
」

早
紀

「
も
う
復
活
す
る
な
っ
！
！
！
！
」
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艦
上
戦
闘
機
陣
風
（
後
書
き
）

疑
問
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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艦
上
攻
撃
機
流
星

亜
由
美

「
さ
て
、
奴
隷
。
さ
っ
さ
と
説
明
を
し
て
帰
ろ
う
で
は
な
い
か
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」

亜
由
美

「
と
言
う
よ
り
、
こ
ん
な
の
書
い
て
意
味
が
あ
る
の
か
？
奴
隷
。
」

作
者

「
勿
論
で
す
と
も
、
亜
由
美
女
王
陛
下
。
こ
の
小
説
は
本
編
に
登
場
す
る
兵
器

を
詳
し
く
解
説
す
る
事
に
よ
り
、
更
に
本
編
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
の
が
目
的
で

す
。
」

亜
由
美

「
わ
か
っ
た
わ
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
説
明
お
願
い
ね
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
亜
由
美
女
王
陛
下
様
。
」

艦
上
攻
撃
機
流
星

全
幅
１
２
メ
ー
ト
ル
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全
長
１
３
メ
ー
ト
ル

最
大
速
度
６
５
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
１
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル

武
装
対
艦
ロ
ケ
ッ
ト
弾
８
発

爆
装
１
ト
ン
徹
甲
弾
及
び
ナ
パ
ー
ム
弾
４
発

雷
装
８
５
０
キ
ロ
長
魚
雷

航
続
距
離
７
３
０
０
キ
ロ

主
翼
は
世
界
初
と
な
る
逆
ガ
ル
型
の
主
翼
を
採
用
し
た
。

そ
の
為
、
流
星
は
世
界
初
の
急
降
下
爆
撃
、
雷
撃
兼
用
の
航
空
機
と
な
っ
た
。

以
上
が
艦
上
攻
撃
機
流
星
の
概
要
で
あ
る
。

亜
由
美

「
よ
く
考
え
つ
い
た
わ
ね
。
奴
隷
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
亜
由
美
女
王
陛
下
様
。
」

亜
由
美

「
ま
あ
、
詳
し
く
は
聞
か
な
い
か
ら
安
心
し
な
さ
い
。
」

作
者

「
…
…
…
…
…
」

亜
由
美

「
ど
う
し
た
の
？
」
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作
者

「
は
い
っ
！
！
！
！
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」

亜
由
美

「
本
当
に
？
」

作
者

「
は
い
っ
！
！
！
！
」

亜
由
美

「
そ
う
。
な
ら
い
い
わ
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
こ
の
辺
で
。
」

亜
由
美

「
そ
れ
と
、
奴
隷
の
悩
み
何
だ
け
ど
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
実
験
に
つ
い
て
知

っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
本
編
の
所
に
お
書
き
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。
っ
て
言
っ
て
た
わ
。
知
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
奴
隷
を
助
け
る
つ

も
り
で
書
い
て
や
っ
て
ね
。
」
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艦
上
攻
撃
機
流
星
（
後
書
き
）

亜
由
美
女
王
陛
下
様
に
代
わ
り
に
言
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
実
験
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
本
編
ま
で
お
手
数
で
す
が
お
書

き
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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艦
上
偵
察
機
彩
雲

喜
恵

「
奴
隷
さ
ん
。
こ
の
よ
う
な
事
は
早
く
書
い
て
早
く
終
わ
り
ま
し
ょ
う
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
喜
恵
女
王
陛
下
様
。
」

喜
恵

「
そ
れ
で
は
、
艦
上
偵
察
機
彩
雲
の
説
明
で
す
。
」

艦
上
偵
察
機
彩
雲

最
大
速
度
８
８
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
２
３
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
１
３
メ
ー
ト
ル

全
幅
１
０
メ
ー
ト
ル

航
続
距
離
９
３
０
０
キ
ロ

世
界
最
速
の
艦
上
偵
察
機
で
あ
る
。

実
用
上
昇
限
度
が
低
い
の
は
速
度
に
重
点
を
置
い
た
為
で
あ
る
。
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喜
恵

「
や
れ
や
れ
。
」

作
者

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
？
喜
恵
女
王
陛
下
様
。
」

喜
恵

「
本
編
を
全
く
書
か
ず
に
こ
の
よ
う
な
物
を
書
き
出
す
ん
で
す
か
ら
。
」

作
者

「
大
丈
夫
で
す
よ
。
喜
恵
女
王
陛
下
様
。
い
つ
も
そ
の
日
に
書
い
て
、
そ
の
日

に
投
稿
し
て
い
ま
す
か
ら
。
」

喜
恵

「
え
っ
？
そ
れ
じ
ゃ
あ
金
土
日
と
３
日
に
本
編
を
投
稿
し
て
る
け
ど
、
１
日
で

書
い
て
い
る
の
？
」

作
者

「
は
い
。
そ
う
で
す
。
あ
っ
、
言
い
忘
れ
ま
し
た
が
私
の
執
筆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
月
～
木
が
こ
の
兵
器
解
説
の
執
筆
。
金
土
日
は
本
編
の
執
筆
で
す
。
」

喜
恵

「
や
る
わ
ね
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
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喜
恵

「
よ
し
。
そ
う
と
決
れ
ば
頑
張
ろ
う
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
喜
恵
女
王
陛
下
様
。
」

作
者

「
あ
っ
、
言
い
忘
れ
ま
し
た
が
草
薙
先
生
と
二
等
海
士
長
先
生
も
兵
器
解
説
を

連
載
化
し
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
の
方
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
」

喜
恵

「
そ
う
ゆ
う
事
は
別
に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

作
者

「
ま
あ
そ
う
言
わ
ず
に
、
草
薙
先
生
と
二
等
海
士
長
先
生
も
私
よ
り
先
輩
な
ん

で
す
か
ら
。
」

喜
恵

「
ま
あ
い
い
わ
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
次
回
を
お
楽
し
み
に
」
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早
期
警
戒
機
極
星

早
紀

「
な
ん
で
私
な
の
？
」

作
者

「
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
私
が
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン
だ
か
ら
？
」

作
者

「
イ
エ
ス
」

早
紀

「
わ
か
っ
た
わ
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
説
明
し
て
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」
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早
期
警
戒
機
極
星

最
大
速
度
８
５
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
８
０
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
１
３
メ
ー
ト
ル

全
幅
１
１
メ
ー
ト
ル

航
続
距
離
９
０
０
０
キ
ロ

対
空
、
水
上
レ
ー
ダ
ー
を
装
備
し
た
航
空
機
で
あ
る
。

世
界
初
の
早
期
警
戒
機
で
あ
る
。

早
紀

「
よ
く
思
い
つ
い
た
わ
ね
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

早
紀

「
そ
ら
そ
う
と
、
奴
隷
。
」

作
者

「
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」
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早
紀

「
本
編
の
話
な
ん
だ
け
ど
。
」

作
者

「
は
い
。
」

早
紀

「
何
故
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
実
験
に
つ
い
て
調
べ
る
必
要
が
あ
る
の
？
」

作
者

「
…
…
…
…
…
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
？
」

早
紀

「
も
ち
ろ
ん
。
」

作
者

「
実
は
、
本
編
の
中
で
ア
メ
リ
カ
本
土
上
陸
作
戦
で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
実
験

の
内
容
が
必
要
な
ん
で
す
。
」

早
紀

「
そ
れ
以
上
は
言
え
な
い
の
？
」

作
者

「
は
い
。
残
念
で
す
が
こ
れ
以
上
は
。
」

早
紀

「
ま
あ
ね
。
言
い
過
ぎ
る
と
読
ん
だ
時
の
新
鮮
味
が
な
く
な
る
か
ら
ね
。
」

作
者
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「
お
気
遣
い
感
謝
し
ま
す
。
」

早
紀

「
ま
あ
、
感
謝
し
な
さ
い
ね
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

早
紀

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
帰
り
ま
し
ょ
う
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
次
回
に
。
」
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攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

早
紀

「
う
～
ん
。
」

作
者

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
？
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
め
ん
ど
く
さ
い
！
！
！
！
」

作
者

「
そ
ん
な
事
言
わ
れ
ま
し
て
も
…
…
…
…
」

早
紀

「
ぱ
っ
と
説
明
し
て
ぱ
っ
と
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
」

作
者

「
全
く
。
早
紀
女
王
陛
下
様
は
。
草
薙
先
生
と
凛
様
は
仲
良
く
（
？
）
し
て
い

る
の
に
…
…
」

早
紀

「
何
か
言
っ
た
か
し
ら
？
奴
隷
君
。
」

作
者

「
い
え
っ
！
！
！
！
何
で
も
ご
ざ
ま
せ
ん
！
！
！
！
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
な
ら
説
明
を
し
な
さ
い
。
」
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作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」

攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

最
大
速
度
５
１
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
４
５
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
１
７
メ
ー
ト
ル

全
幅
３
メ
ー
ト
ル

武
装
３
０
ミ
リ
機
関
砲
１
門

対
地
ロ
ケ
ッ
ト
弾
１
２
発

対
艦
ロ
ケ
ッ
ト
弾
１
０
発

航
続
距
離
２
５
０
０
キ
ロ

世
界
初
と
な
る
実
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
あ
る
。

早
紀

「
何
を
モ
デ
ル
に
考
え
た
の
？
」

作
者

「
ア
メ
リ
カ
軍
の
Ａ
Ｈ
－
１
ヒ
ュ
イ
コ
ブ
ラ
を
モ
デ
ル
に
し
ま
し
た
。
」

早
紀

「
け
ど
、
モ
デ
ル
に
し
た
だ
け
で
、
そ
の
他
は
ち
ゃ
ん
と
考
え
た
ん
だ
か
ら
な
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か
な
か
ね
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

早
紀

「
し
て
、
作
者
。
」

作
者

「
何
で
し
ょ
う
か
？
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
何
か
皆
様
に
お
知
ら
せ
が
有
る
み
た
い
ね
。
」

作
者

「
あ
っ
。
そ
う
で
し
た
。
」

作
者

「
皆
様
に
お
知
ら
せ
で
す
。
こ
の
攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
対
潜
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

は
名
前
が
有
り
ま
せ
ん
。
本
編
の
話
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
改
良
型
を
作
り
ま

す
の
で
、
攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
対
潜
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
両
方
の
名
前
を
募
集

し
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
」
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対
潜
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

早
紀

「
早
く
説
明
す
る
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
は
い
っ
！
！
！
！
」

対
潜
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

最
大
速
度
５
０
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
４
３
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
１
５
メ
ー
ト
ル

全
幅
３
メ
ー
ト
ル

武
装
３
０
ミ
リ
機
関
砲
１
門

対
潜
魚
雷
４
発

航
続
距
離
１
８
０
０
キ
ロ

対
潜
水
艦
攻
撃
に
重
点
を
置
い
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
あ
る
。

早
紀

「
私
は
帰
る
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」
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作
者

「
さ
て
、
皆
様
に
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。
攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
対
潜
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
両
方
に
名
前
が
有
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
本
編
で
両
方
の
改
良
型

を
作
る
予
定
で
す
が
名
前
が
し
っ
く
り
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
皆
様
か
ら
名
前
を

募
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
小
説
、
本
編
、
ど
ち
ら
で
も
い
い
の
で
お
書

き
く
だ
さ
い
。
お
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
考
え
た
名
前
が
小
説
に
登

場
し
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
」

早
紀

「
全
く
。
名
前
位
考
え
な
さ
い
よ
。
」

作
者

「
あ
れ
っ
？
帰
っ
た
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

早
紀

「
ま
あ
そ
う
だ
け
ど
、
あ
ん
た
１
人
じ
ゃ
頼
り
な
い
か
ら
ね
。
」

作
者

「
酷
い
っ
！
！
！
！
こ
れ
で
も
私
は
現
実
の
世
界
で
は
委
員
長
を
や
っ
て
い
る

の
よ
。
」

早
紀

「
あ
ん
た
が
ね
ぇ
～
」

作
者

「
楽
な
も
ん
で
す
よ
。
嫌
な
事
が
あ
れ
ば
、
委
員
長
の
権
力
を
使
い
拒
否
出
来

ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
他
の
役
員
も
私
が
任
命
し
ま
し
た
か
ら
。
何
処
か
の
総
理

み
た
い
に
、
俺
の
内
閣
で
す
よ
。
」

早
紀
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「
ま
あ
。
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
そ
う
ね
。
」

作
者

「
勿
論
で
す
と
も
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
皆
様
。
名
前
の
候
補
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。
」
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超
重
爆
撃
機
富
嶽
級

作
者

「
今
回
は
超
重
爆
撃
機
富
嶽
級
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
」

早
紀

「
早
く
始
め
な
さ
い
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
。
」

超
重
爆
撃
機
富
嶽

最
大
速
度
７
５
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
２
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
５
８
メ
ー
ト
ル

全
幅
６
５
メ
ー
ト
ル

武
装
３
５
ミ
リ
機
関
砲
１
５
門

８
８
ミ
リ
４
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
弾
発
射
機
４
基

搭
載
爆
弾
５
５
ト
ン

航
続
距
離
２
９
５
０
０
キ
ロ

中
島
航
空
機
が
開
発
し
た
、
世
界
最
大
の
航
空
機
で
あ
る
。

現
在
、
満
州
の
完
全
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
工
場
に
て
大
量
生
産
が
行
わ
れ
て
い
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る
。

早
紀

「
奴
隷
。
」

作
者

「
何
で
し
ょ
う
か
？
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
超
重
爆
撃
機
富
嶽
級
と
あ
る
が
級
と
言
う
こ
と
は
他
に
も
あ
る
の
か
？
」

作
者

「
勿
論
で
す
。
掃
射
機
と
輸
送
機
の
説
明
を
し
ま
す
。
」

早
紀

「
早
く
す
る
の
よ
。
」

作
者

「
イ
エ
ス
マ
イ
ロ
ー
ド
」

掃
射
機
富
嶽
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最
大
速
度
７
５
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
２
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
５
８
メ
ー
ト
ル

全
幅
６
５
メ
ー
ト
ル

武
装
３
５
ミ
リ
機
関
砲
２
０
０
門

航
続
距
離
２
９
５
０
０
キ
ロ

爆
撃
機
富
嶽
に
爆
撃
搭
載
能
力
を
な
く
し
、
機
関
砲
を
２
０
０
門
装
備
し
た
。

完
璧
な
殺
戮
兵
器
で
あ
る
。

輸
送
機
富
嶽

最
大
速
度
７
５
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
２
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
５
８
メ
ー
ト
ル

全
幅
６
５
メ
ー
ト
ル

武
装
３
５
ミ
リ
機
関
砲
１
０
門

航
続
距
離
２
９
５
０
０
キ
ロ

１
個
大
隊
と
２
０
式
重
戦
車
を
搭
載
可
能
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機
関
砲
を
１
０
門
だ
け
装
備
し
た
、
輸
送
機
で
あ
る
。

作
者

「
以
上
が
重
爆
撃
機
富
嶽
級
の
説
明
で
す
。
」

早
紀

「
よ
し
。
今
回
は
こ
れ
で
終
わ
り
よ
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
。
次
回
を
お
楽
し
み
に
」
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艦
上
戦
闘
機
轟
天

作
者

「
本
編
で
は
早
紀
女
王
陛
下
様
達
の
生
死
不
明
で
す
か
ら
、
今
回
は
私
が
説
明

し
ま
す
。
」

艦
上
戦
闘
機
轟
天

最
大
速
度
１
２
５
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
１
８
３
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
１
５
メ
ー
ト
ル

全
幅
１
３
メ
ー
ト
ル

武
装
５
８
ミ
リ
機
関
砲
２
門

１
５
ミ
リ
機
銃
２
門

空
対
空
ミ
サ
イ
ル
８
発

空
対
艦
ミ
サ
イ
ル
６
発

航
続
距
離
９
３
０
０
キ
ロ

日
本
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
で
あ
る
。

タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
２
基
搭
載
し
た
お
か
げ
て
１
２
５
０
キ
ロ
の
速

度
が
出
せ
る
。

ミ
サ
イ
ル
は
全
て
ウ
エ
ポ
ン
ベ
イ
に
内
蔵
し
て
い
る
。

機
体
に
は
真
っ
黒
な
塗
装
を
し
て
い
る
。
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作
者

「
以
上
が
艦
上
戦
闘
機
轟
天
の
概
要
で
す
。
」

作
者

「
本
編
で
は
早
紀
女
王
陛
下
様
は
原
爆
に
よ
っ
て
消
滅
し
ま
し
た
。
」

作
者

「
次
回
最
終
回
で
す
。
」

作
者

「
と
言
う
よ
り
、
本
当
に
最
終
回
か
な
？
」

作
者

「
ま
あ
、
本
編
の
次
回
投
稿
は
今
週
の
金
曜
日
で
す
。
」

作
者

「
そ
こ
で
、
真
相
が
あ
き
ら
か
に
…
…
…
」

作
者

「
評
価
・
感
想
の
草
薙
先
生
と
の
や
り
と
り
で
出
て
き
た
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
実
験
が
何
か
関
係
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。
」

作
者

「
草
薙
先
生
と
の
や
り
と
り
も
あ
る
し
、
極
上
艦
魂
会
の
説
明
文
も
読
ん
だ
ら

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
」
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作
者

「
次
回
が
本
当
に
最
終
回
か
ど
う
か
が
問
題
で
す
。
」

作
者

「
こ
れ
だ
け
は
言
っ
て
お
き
ま
す
け
ど
私
は
途
中
で
投
げ
出
す
と
い
う
事
は
し

ま
せ
ん
の
で
。
」

作
者

「
こ
こ
ま
で
言
え
ば
、
次
回
が
本
当
に
最
終
回
か
ど
う
か
が
わ
か
る
と
思
い
ま

す
。
」

作
者

「
こ
の
大
日
本
帝
國
最
新
兵
器
解
剖
も
金
曜
日
ま
で
更
新
し
ま
せ
ん
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
、
次
回
が
本
当
に
最
終
回
か
ど
う
か
、
答
え
は
金
曜
日
に
わ
か
り

ま
す
。
」

作
者

「
し
ば
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
」
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艦
上
攻
撃
機
海
王

早
紀

「
奴
隷
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
は
い
っ
！
！
！
！
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
私
達
を
生
死
不
明
に
し
と
き
な
が
ら
悠
々
と
し
て
い
る
の
ね
。
」

作
者

「
嫌
で
す
よ
～
。
早
紀
女
王
陛
下
様
。
私
は
も
う
心
配
で
心
配
で
…
…
…
」

早
紀

「
そ
ん
な
口
だ
け
の
奴
は
信
用
し
な
い
わ
。
」

作
者

「
い
え
っ
！
！
！
！
そ
ん
な
こ
と
は
…
…
…
」

早
紀

「
ち
ょ
っ
と
来
な
さ
い
。
も
う
一
度
調
教
し
て
あ
げ
る
か
ら
。
」

作
者

「
い
い
で
す
！
！
！
！
」

早
紀

「
問
答
無
用
！
！
！
！
」
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作
者
の
み
ぞ
お
ち
に
鉄
拳
を
食
ら
わ
す
、
早
紀
女
王
陛
下
様
。

作
者

「
ぐ
は
っ
！
！
！
！
」

早
紀

「
さ
あ
、
行
く
わ
よ
。
」

作
者
を
引
っ
張
っ
て
い
く
早
紀
女
王
陛
下
様
。

作
者

「
お
っ
…
…
…
お
許
…
…
…
し
…
…
…
を
」

早
紀

「
フ
フ
フ
。
」

亜
由
美

「
奴
隷
と
姉
が
個
室
へ
消
え
て
い
っ
た
の
で
、
私
が
説
明
し
ま
す
。
」
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艦
上
攻
撃
機
海
王

最
大
速
度
９
３
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
１
３
５
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
１
８
メ
ー
ト
ル

全
幅
２
０
メ
ー
ト
ル

武
装
２
０
ミ
リ
機
銃
５
門

空
対
艦
ミ
サ
イ
ル
８
発

爆
装
１
ト
ン
徹
甲
弾
２
発

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
４
発

航
続
距
離
９
０
０
０
キ
ロ

双
発
ジ
ェ
ッ
ト
攻
撃
機
で
あ
る
。

ジ
ェ
ッ
ト
化
に
と
も
な
い
雷
装
は
破
棄
し
た
。

亜
由
美

「
以
上
が
奴
隷
が
考
え
た
概
要
み
た
い
で
す
。
」

亜
由
美

「
し
か
し
、
奴
隷
曰
く
紺
碧
の
艦
隊
か
ら
名
前
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
」

亜
由
美

「
そ
れ
で
は
こ
れ
で
失
礼
し
ま
す
。
」
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亜
由
美

「
航
空
機
は
奴
隷
と
姉
の
担
当
な
の
に
私
を
引
っ
張
り
だ
し
て
く
る
と
は
…
…
」

早
紀

「
奴
隷
。
私
の
足
を
舐
め
ろ
。
」

作
者

「
何
故
で
す
か
っ
！
！
！
！
」

早
紀

「
ほ
ぉ
～
う
。
奴
隷
の
分
際
で
私
の
命
令
を
無
視
す
る
の
か
…
…
…
」

作
者

「
分
か
り
ま
し
た
よ
。
舐
め
ま
す
よ
。
」

早
紀

「
判
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
」
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亜
由
美

「
変
態
が
…
…
…
」
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艦
上
偵
察
機
嶺
花

早
紀

「
め
ん
ど
く
さ
い
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
は
あ
…
…
…
」

早
紀

「
は
あ
、
じ
ゃ
な
い
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
は
い
っ
！
！
！
！
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

早
紀

「
よ
し
っ
。
で
は
早
く
説
明
を
始
め
ろ
。
」

作
者

「
イ
エ
ス
マ
イ
ロ
ー
ド
」

艦
上
偵
察
機
嶺
花

最
大
速
度
１
３
０
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
９
３
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
１
３
メ
ー
ト
ル
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全
幅
１
０
メ
ー
ト
ル

航
続
距
離
１
１
５
０
０
キ
ロ

双
発
ジ
ェ
ッ
ト
偵
察
機
で
あ
る
。

現
在
の
所
、
世
界
最
速
の
航
空
機
で
あ
る
。

早
紀

「
よ
し
、
で
は
次
に
い
く
ぞ
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」
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72



73



74



75



76



77



78



79



80



81
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早
期
警
戒
機
星
雲

早
紀

「
で
は
、
直
ち
に
説
明
を
開
始
せ
よ
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」

早
期
警
戒
機
星
雲

最
大
速
度
１
１
５
０
キ
ロ

実
用
上
昇
限
度
１
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル

全
長
１
３
メ
ー
ト
ル

全
幅
１
０
メ
ー
ト
ル

航
続
距
離
１
０
５
０
０
キ
ロ

双
発
ジ
ェ
ッ
ト
警
戒
機
で
あ
る
。

簡
単
に
言
え
ば
『
二
二
式
水
上
レ
ー
ダ
ー
』
と
『
二
五
式
対
空
レ
ー
ダ
ー
』
を

装
備
し
た
航
空
機
。

艦
隊
の
上
空
に
二
十
四
時
間
交
代
で
居
座
る
。
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早
紀

「
ね
え
、
０
０
７
。
」

作
者

「
は
い
。
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？
早
紀
女
王
陛
下
様
。
（
奴
隷
っ
呼
ん
で

な
い
な
）
」

早
紀

「
こ
れ
で
、
兵
器
の
説
明
が
終
わ
っ
た
け
ど
、
次
回
か
ら
は
ど
う
な
の
？
」

作
者

「
え
っ
？
終
わ
っ
て
な
い
で
す
よ
。
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
終
わ
っ
て
な
い
？
」

作
者

「
は
い
。
兵
器
と
は
言
い
に
く
い
で
す
が
、
砲
弾
や
レ
ー
ダ
ー
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
理
論
等
が
残
っ
て
ま
す
か
ら
。
」

早
紀

「
そ
の
説
明
の
時
に
は
誰
と
説
明
す
る
の
？
」

作
者

「
勿
論
、
早
紀
女
王
陛
下
様
と
で
す
。
」

早
紀

「
…
…
…
…
」

作
者



84

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
？
早
紀
女
王
陛
下
様
。
」

早
紀

「
私
じ
ゃ
な
く
て
、
亜
由
美
か
喜
恵
と
説
明
す
る
と
言
え
ば
も
う
、
奴
隷
と
呼

ば
ず
に
０
０
７
と
呼
ん
で
あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
の
に
、
自
分
で
そ
の
道
を
閉
ざ

し
た
わ
ね
。
」

作
者

「
あ
っ
、
嫌
っ
、
そ
の
…
…
…
」

早
紀

「
も
う
遅
い
っ
！
！
！
！
お
前
は
一
生
奴
隷
だ
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
お
許
し
を
～
～
」

早
紀

「
死
ね
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
そ
れ
だ
け
は
、
お
許
し
下
さ
い
。
」

早
紀

「
成
敗
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
ギ
ャ
ー
ー
ー
」
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蒸
気
カ
タ
パ
ル
ト
（
前
書
き
）

こ
れ
か
ら
は
、
兵
器
以
外
を
解
剖
し
て
い
き
ま
す
。
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蒸
気
カ
タ
パ
ル
ト

早
紀

「
ね
え
。
奴
隷
。
」

作
者

「
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？
早
紀
女
王
陛
下
様
」

早
紀

「
今
回
の
こ
れ
は
、
兵
器
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
」

作
者

「
は
い
。
も
う
、
兵
器
は
全
て
解
説
し
ま
し
た
か
ら
。
」

早
紀

「
そ
う
な
の
。
そ
れ
な
ら
、
早
く
し
な
さ
い
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
。
」

蒸
気
カ
タ
パ
ル
ト

機
体
を
シ
ャ
ト
ル
に
乗
せ
て
、
蒸
気
の
力
を
使
い
射
ち
だ
す
。
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機
体
を
押
し
出
す
シ
ャ
ト
ル
は
２
本
の
シ
リ
ン
ダ
ー
内
の
ピ
ス
ト
ン
に
繋
が
っ

て
お
り
、
ボ
イ
ラ
ー
で
発
生
さ
れ
た
蒸
気
を
シ
リ
ン
ダ
ー
内
で
圧
縮
さ
せ
、
射

出
ボ
タ
ン
で
解
除
す
る
と
、
シ
ャ
ト
ル
が
蒸
気
の
力
で
押
し
出
さ
れ
、
機
体
は

最
短
の
滑
走
距
離
で
発
艦
出
来
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

作
者

「
以
上
が
蒸
気
カ
タ
パ
ル
ト
の
説
明
で
す
。
」

早
紀

「
ね
え
、
奴
隷
。
」

作
者

「
は
い
、
何
で
し
ょ
う
か
？
」

早
紀

「
今
こ
こ
に
、
奴
隷
解
放
を
宣
言
す
る
。
」

作
者

「
！
？
い
き
な
り
何
で
す
か
？
」

早
紀

「
あ
ん
た
を
普
通
の
作
者
と
し
て
扱
う
の
よ
。
」

作
者

「
本
当
で
す
か
！
！
！
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
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早
紀

「
い
い
の
よ
。
こ
れ
か
ら
頑
張
る
の
よ
、
作
者
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
紀
様
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
」

早
紀

「
そ
う
そ
う
。
頑
張
る
の
よ
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
頑
張
り
ま
す
。
」

早
紀

「
フ
フ
、
男
っ
て
ち
ょ
ろ
い
も
の
ね
。
」

作
者

「
何
か
言
い
ま
し
た
か
？
」

早
紀

「
何
も
言
っ
て
な
い
わ
よ
。
」

作
者

「
そ
う
で
す
か
…
…
…
…
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
失
礼
し
ま
す
。
」
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超
々
重
量
徹
甲
弾

早
紀

「
よ
し
、
作
者
よ
。
説
明
を
開
始
せ
よ
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」

超
々
重
量
徹
甲
弾

従
来
よ
り
も
弾
頭
重
量
を
向
上
さ
せ
た
砲
弾
を
使
用
、
弾
頭
形
状
と
材
質
の
見

直
し
を
行
っ
て
更
に
弾
頭
重
量
が
増
し
た
。

１
発
あ
た
り
の
弾
重
量
は
２
・
４
ト
ン
、
つ
ま
り
斉
射
の
際
の
投
射
弾
領
は
、

約
２
２
ト
ン
で
あ
る
。

こ
の
砲
弾
を
装
備
し
た
た
め
、
大
和
級
は
世
界
一
暴
力
的
な
破
壊
力
を
得
た
。

大
和
級
は
そ
の
た
め
に
自
身
の
主
砲
弾
に
耐
え
ら
れ
な
い
艦
と
な
っ
た
。
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早
紀

「
私
っ
て
自
分
の
砲
弾
に
耐
え
ら
れ
な
い
の
？
」

作
者

「
は
い
。
残
念
な
が
ら
…
…
…
」

早
紀

「
で
も
、
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
自
分
以
外
の
敵
艦
の
砲
弾
に
耐
え
ら
れ
る
事
よ

ね
。
」

作
者

「
は
い
。
そ
う
で
す
。
」

早
紀

「
そ
れ
な
ら
い
い
わ
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
ね
。
」

作
者

「
は
い
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
次
回
に
。
」
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99



100



101
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三
式
弾
（
Ｖ
Ｔ
信
管
付
）

早
紀

「
よ
し
っ
、
早
く
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。
」

三
式
弾
（
Ｖ
Ｔ
信
管
付
）

Ｖ
Ｔ
信
管
を
装
備
し
た
対
空
砲
弾
で
あ
る
。

敵
機
を
レ
ー
ダ
ー
で
捕
ら
え
る
と
砲
弾
が
炸
裂
し
子
爆
弾
が
飛
び
出
す
。

早
紀

「
至
極
、
簡
単
な
説
明
ね
。
」
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作
者

「
は
い
、
す
い
ま
せ
ん
。
」

早
紀

「
怒
っ
て
は
な
い
わ
よ
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

早
紀

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
次
回
も
、
頑
張
る
の
よ
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」
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109



110



111



112



113



114
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四
式
弾

早
紀

「
は
い
っ
、
説
明
開
始
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。
」

四
式
弾

潜
水
艦
攻
撃
を
可
能
に
し
た
砲
弾
で
あ
る
。

敵
潜
水
艦
の
真
上
で
砲
弾
が
炸
裂
、
内
部
に
あ
る
子
爆
弾
が
水
中
に
潜
り
込
み
、

敵
潜
水
艦
に
向
か
い
、
爆
発
す
る
。

作
者

「
こ
れ
が
、
四
式
弾
の
説
明
で
す
。
」
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早
紀

「
あ
れ
ね
、
こ
れ
が
あ
る
事
に
よ
っ
て
私
達
は
潜
水
艦
へ
の
攻
撃
が
可
能
に
な

っ
た
の
よ
ね
。
」

作
者

「
そ
う
で
す
。
私
は
早
紀
様
達
を
無
敵
の
戦
艦
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
。
」

早
紀

「
そ
う
ね
、
対
艦
対
空
対
地
対
潜
全
て
に
お
い
て
最
強
ね
。
」

作
者

「
そ
う
で
す
！
！
！
！
早
紀
様
達
は
最
強
無
敵
で
す
。
」

早
紀

「
け
ど
こ
の
昭
和
の
ね
、
凛
達
に
は
負
け
る
わ
ね
。
」

作
者

「
大
丈
夫
で
す
！
！
！
！
も
う
い
い
時
期
で
し
ょ
う
、
早
紀
様
に
重
大
発
表
で

す
。
」

早
紀

「
何
な
の
よ
、
言
い
な
さ
い
。
」

作
者

「
で
は
、
発
表
し
ま
す
。
」

早
紀

「
な
に
。
」
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作
者

「
今
書
い
て
い
る
、
第
七
独
立
機
動
艦
隊
～
神
出
鬼
没
！
！
米
海
軍
の
悲
劇
～

は
太
平
洋
戦
争
と
第
二
次
世
界
大
戦
の
話
で
す
。
」

早
紀

「
そ
れ
で
？
」

作
者

「
第
二
部
は
第
三
次
世
界
大
戦
の
話
を
書
き
ま
す
！
！
！
！
」

早
紀

「
！
？
」
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五
式
弾
（
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
）

早
紀

「
説
明
を
開
始
せ
よ
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。
」

五
式
弾
（
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
）

対
地
攻
撃
を
目
的
と
し
た
砲
弾
で
あ
る
。

砲
弾
の
中
に
多
数
の
子
爆
弾
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
空
中
で
分
解
、
四
方
へ
子
爆

弾
を
ば
ら
ま
き
広
範
囲
を
爆
破
破
壊
す
る
。

子
爆
弾
で
あ
る
が
、
着
弾
と
同
時
に
成
形
炸
薬
が
ノ
イ
マ
ン
効
果
で
高
熱
高
圧

の
ジ
ェ
ッ
ト
流
を
噴
射
し
、
滑
走
路
を
焼
き
切
る
。

そ
し
て
後
部
弾
頭
が
地
面
に
貫
入
し
て
爆
発
を
起
こ
す
。
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早
紀

「
何
か
、
こ
れ
だ
け
詳
し
い
わ
ね
。
」

作
者

「
う
っ
…
…
…
そ
れ
は
聞
か
な
い
約
束
だ
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

早
紀

「
あ
ら
っ
？
そ
う
だ
っ
け
？
」

作
者

「
そ
う
で
す
よ
。
そ
れ
よ
り
、
早
紀
様
。
」

早
紀

「
な
に
？
」

作
者

「
先
程
の
こ
の
小
説
の
第
二
部
の
話
で
す
。
」

早
紀

「
あ
あ
、
第
三
次
世
界
大
戦
の
事
ね
。
」

作
者

「
は
い
、
第
三
次
世
界
大
戦
は
２
０
３
５
年
に
勃
発
し
ま
す
。
」

早
紀

「
け
ど
、
そ
れ
を
書
く
に
は
早
く
今
書
い
て
い
る
の
を
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
け

な
い
わ
よ
。
」



126

作
者

「
確
か
に
…
…
…
」

早
紀

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
早
く
書
き
な
さ
い
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
あ
っ
、
早
紀
様
も
第
二
部
に
登
場
し
ま
す
の
で
。
」

早
紀

「
え
っ
！
？
２
０
３
５
年
な
の
に
？
」

作
者

「
は
い
。
第
七
独
立
機
動
艦
隊
は
健
在
で
す
か
ら
…
…
…
」

早
紀

「
健
在
と
い
っ
て
も
だ
い
ぶ
老
朽
化
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

作
者

「
大
丈
夫
で
す
。
全
て
新
造
艦
で
す
。
」

早
紀

「
も
し
か
し
て
、
私
達
は
艦
魂
と
し
て
、
宿
る
艦
を
そ
の
新
造
艦
に
し
た
の
？
」

作
者

「
は
い
。
最
初
は
新
し
く
艦
魂
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
が
止
め
ま
し
た
。
」

早
紀

「
そ
う
な
の
…
…
…
ま
あ
、
頑
張
り
な
さ
い
。
」
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作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」

早
紀

「
そ
れ
じ
ゃ
。
」
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三
○
式
射
撃
レ
ー
ダ
ー

作
者

「
今
回
は
三
○
式
射
撃
レ
ー
ダ
ー
の
説
明
で
す
。
」

亜
由
美

「
早
く
し
ろ
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
、
亜
由
美
様
。
で
は
ど
う
ぞ
」

三
○
式
射
撃
レ
ー
ダ
ー

大
日
本
帝
國
海
軍
の
最
新
の
射
撃
レ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

対
水
上
、
対
空
問
わ
ず
に
１
５
の
目
標
に
対
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
照
準
と
追
尾

が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
射
撃
レ
ー
ダ
ー
の
お
か
げ
で
最
大
射
程
（
５
万
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
）
で

も
大
和
級
は
初
弾
命
中
が
出
来
る
。
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亜
由
美

「
と
こ
ろ
で
作
者
。
」

作
者

「
何
で
し
ょ
う
か
？
亜
由
美
様
？
」

亜
由
美

「
ま
た
し
て
も
外
伝
の
よ
う
な
物
を
書
き
始
め
た
な
？
」

作
者

「
あ
あ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
～
三
○
式
射
撃
レ
ー
ダ
ー
開
発
物
語
～
の
事
で
す

ね
。
」

亜
由
美

「
ま
っ
た
く
、
暇
な
奴
だ
な
。
」

作
者

「
暇
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
亜
由
美
様
。
」

亜
由
美

「
な
ぜ
、
あ
れ
を
書
き
始
め
た
の
だ
？
」

作
者

「
水
香
先
生
へ
の
恩
返
し
と
し
て
で
し
ょ
う
か
？
」

亜
由
美

「
恩
返
し
？
」
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作
者

「
は
い
、
私
を
水
香
先
生
の
小
説
に
登
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
か
ら
。
」

亜
由
美

「
そ
う
か
。
」

作
者

「
水
香
先
生
、
ご
迷
惑
で
し
た
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
消
し
ま
す
か
ら
。

」亜
由
美

「
ま
あ
、
多
め
に
見
て
や
っ
て
く
れ
。
」

作
者

「
け
ど
、
い
い
で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
他
の
物
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
を
シ

リ
ー
ズ
化
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
」

亜
由
美

「
ま
あ
、
ほ
ど
ほ
ど
に
頑
張
れ
よ
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
亜
由
美
様
。
」

亜
由
美

「
頑
張
れ
～
」

作
者

「
頑
張
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
失
礼
し
ま
す
。
」
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二
二
式
水
上
レ
ー
ダ
ー

作
者

「
さ
て
、
今
回
は
二
二
式
水
上
レ
ー
ダ
ー
の
説
明
で
す
。
」

早
紀

「
早
く
す
る
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
で
は
。
」

二
二
式
水
上
レ
ー
ダ
ー

１
５
０
キ
ロ
先
の
敵
艦
を
見
つ
け
る
事
が
出
来
る
。
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早
紀

「
え
っ
！
？
こ
れ
だ
け
？
」

作
者

「
…
…
…
…
」

早
紀

「
死
刑
囚
、
０
０
７
。
最
後
に
何
か
言
い
残
す
事
は
な
い
か
？
」

作
者

「
で
は
、
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

早
紀

「
で
は
、
死
刑
を
執
行
す
る
。
」

作
者

「
は
い
。
」
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亜
由
美

「
ふ
う
。
姉
が
作
者
と
何
や
ら
や
っ
て
い
る
が
…
…
…
…
」

作
者

「
グ
ハ
ッ
！
！
！
！
！
早
紀
様
。
止
め
て
く
だ
さ
い
っ
！
！
！
！
」
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早
紀

「
も
っ
と
泣
き
叫
べ
！
！
！
！
ド
Ｍ
が
っ
！
！
！
！
」

亜
由
美

「
…
…
…
」

亜
由
美

「
あ
っ
、
す
い
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
呆
れ
て
し
ま
っ
て
。
」

亜
由
美

「
も
う
、
や
る
気
が
な
く
な
っ
た
。
」

亜
由
美

「
失
礼
す
る
。
」
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二
五
式
対
空
レ
ー
ダ
ー

亜
由
美

「
お
い
、
説
明
し
ろ
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
」

二
五
式
対
空
レ
ー
ダ
ー

２
０
０
キ
ロ
先
の
敵
機
を
見
つ
け
る
事
が
出
来
る
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作
者

「
以
上
！
！
！
！
！
」

亜
由
美

「
解
散
っ
！
！
！
！
」

作
者

「
イ
エ
ッ
サ
ー
」
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三
三
式
ソ
ナ
ー

喜
恵

「
作
者
さ
ん
、
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
で
は
。
」

三
三
式
ソ
ナ
ー

水
深
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
探
知
可
能
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喜
恵

「
作
者
さ
ん
。
」

作
者

「
は
い
、
何
で
し
ょ
う
か
？
」

喜
恵

「
何
か
簡
単
す
ぎ
な
い
？
」

作
者

「
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
死
ん
で
お
詫
び
を
…
…
…
」
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喜
恵

「
い
や
い
や
、
そ
こ
ま
で
は
…
…
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！
！
！
早
紀
様
は
短
刀
を
手
渡
す
始
末
…
…
…
」

喜
恵

「
あ
ら
、
お
姉
さ
ん
は
そ
ん
な
事
を
…
…
」

作
者

「
は
あ
…
…
…
」

喜
恵

「
な
ら
私
も
…
…
…
…
…
ヒ
ヒ
ヒ
」

作
者

「
喜
恵
様
？
」

喜
恵

「
死
刑
執
行
！
！
！
！
」

作
者

「
お
許
し
を
～
」

喜
恵

「
フ
フ
フ
、
ハ
ハ
ハ
」

作
者

「
ぎ
ゃ
～
～
～
」
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170
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フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
理
論

早
紀

「
最
後
は
何
？
」

作
者

「
早
紀
様
達
を
救
っ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
理
論
で
す
。
」

早
紀

「
よ
し
、
説
明
開
始
。
」

作
者

「
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
で
は
。
」

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
理
論

艦
橋
の
上
部
に
円
形
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
装
置
を
設
置
し
、
敵
が
投
下
し
た
原

爆
の
破
壊
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
装
置
に
吸
収
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
の
下
に
設
置
し
た
拡
散

装
置
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
移
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
艦
全
体
に
放
出
し
て
、
空
間
移
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動
を
実
現
し
た
。

将
来
的
に
は
原
子
力
機
関
と
い
う
機
関
を
艦
に
装
備
し
、
自
分
自
身
で
空
間
移

動
を
可
能
に
出
来
る
よ
う
に
す
る
。

早
紀

「
い
や
～
長
か
っ
た
。
」

作
者

「
確
か
に
。
」

早
紀

「
よ
く
考
え
た
。
」

作
者

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
紀
様
。
」

早
紀

「
う
む
。
」

作
者

「
し
て
、
早
紀
様
。
」

早
紀

「
何
？
」

作
者

「
私
は
す
ご
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
」
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早
紀

「
何
？
」

作
者

「
独
立
機
動
艦
隊
に
は
何
か
し
ら
の
特
殊
装
備
が
あ
る
の
で
す
。
」

早
紀

「
ど
う
言
う
こ
と
？
」

作
者

「
で
は
、
説
明
を
。
」

早
紀

「
早
く
し
ろ
。
」

作
者

「
早
紀
様
達
の
第
七
独
立
機
動
艦
隊
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
理
論
と
い
う
空
間

移
動
装
置
を
装
備
し
て
い
ま
す
ね
。
」

早
紀

「
確
か
に
。
」

作
者

「
草
薙
先
生
の
独
立
機
動
艦
隊
は
ア
イ
ギ
ス
と
言
う
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
を
装
備

し
て
い
ま
す
。
」

早
紀

「
本
当
だ
。
」
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作
者

「
し
か
も
、
そ
の
特
殊
装
備
の
登
場
に
は
敵
の
攻
撃
を
受
け
て
深
刻
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
た
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
ま
す
。
」

早
紀

「
？
」

作
者

「
草
薙
先
生
の
ア
イ
ギ
ス
シ
ス
テ
ム
の
登
場
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
を
受
け
深

刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
か
も
し
れ
な
い
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
」

早
紀

「
本
当
だ
。
」

作
者

「
早
紀
様
達
も
原
爆
を
１
０
発
受
け
消
滅
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
書
き
ま
し
た
。

」早
紀

「
本
当
だ
。
」

作
者

「
新
米
士
官
先
生
の
小
説
は
第
七
独
立
機
動
艦
隊
が
登
場
し
ま
す
。
」

早
紀

「
本
当
だ
。
」

作
者

「
出
来
れ
ば
、
何
か
特
殊
装
備
が
登
場
す
る
事
を
望
み
ま
す
。
」
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早
紀

「
な
か
な
か
の
も
の
ね
。
」

作
者

「
で
は
、
こ
れ
で
。
」
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２
５
式
重
戦
車

作
者

「
さ
て
さ
て
、
今
回
は
２
５
式
重
戦
車
の
説
明
で
す
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
、
沙
織
様
。
ど
う
ぞ
！
！
！
！
」

沙
織

「
ど
う
も
、
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
２
５
式
重
戦
車
の
車
魂
、
沙
織
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

作
者

「
そ
れ
で
は
解
説
を
始
め
ま
す
。
」

沙
織

「
お
願
い
し
ま
す
。
」

作
者

「
で
は
」

２
５
式
重
戦
車
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全
長
１
０
メ
ー
ト
ル

全
幅
５
メ
ー
ト
ル

速
度
５
０
キ
ロ

主
砲
１
２
５
ミ
リ
砲
１
門

機
銃
３
０
ミ
リ
重
機
関
銃
１
門
最
大
装
甲
圧
２
８
０
ミ
リ

海
軍
と
鈴
木
商
店
が
共
同
で
開
発
し
た
重
戦
車
で
あ
る
。

『
三
○
式
射
撃
レ
ー
ダ
ー
』
を
小
型
化
し
た
物
を
装
備
し
て
い
る
た
め
命
中
率

が
非
常
に
高
い
。

沙
織

「
ふ
～
う
。
や
れ
や
れ
ね
」

作
者

「
そ
う
で
す
ね
。
」

沙
織

「
だ
け
ど
、
何
故
に
私
を
登
場
さ
せ
た
の
？
」

作
者

「
何
故
と
は
？
」

沙
織

「
車
魂
よ
。
」
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作
者

「
あ
～
、
車
魂
で
す
か
。
」

沙
織

「
そ
う
よ
。
」

作
者

「
簡
単
で
す
よ
。
」

沙
織

「
ど
う
。
」

作
者

「
艦
魂
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。
飛
魂
な
る
も
の
も
登
場
し
た
。
で
は
、
海
空

と
く
れ
ば
陸
で
し
ょ
。
と
い
う
わ
け
で
、
車
魂
は
誕
生
し
ま
し
た
。
」

沙
織

「
至
極
簡
単
ね
。
」

作
者

「
は
い
。
」

沙
織

「
と
言
う
よ
り
。
本
当
に
作
者
さ
ん
が
１
番
で
す
か
？
」

作
者

「
何
が
？
」
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沙
織

「
車
魂
を
出
し
た
。
」

作
者

「
う
～
ん
。
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」

沙
織

「
ま
あ
、
い
い
じ
ゃ
な
い
。
」

作
者

「
そ
う
で
す
よ
ね
。
」

沙
織

「
車
魂
が
広
が
れ
ば
そ
れ
で
よ
し
。
」

作
者

「
確
か
に
。
」

沙
織

「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
。
」

作
者

「
お
～
」
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謝
辞

本
編
の
第
七
独
立
機
動
艦
隊
～
神
出
鬼
没
！
！
米
海
軍
の
悲
劇
～
が
完
結
し
ま

し
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
終
わ
り
で
す
。

明
日
、
第
二
部
を
投
稿
い
た
し
ま
す
。

短
い
間
で
し
た
が
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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謝
辞
（
後
書
き
）

第
二
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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